
　
10
月
４
日
に
「
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市
予
算
に
対
す
る
要
望

書
」
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
要
望
書
は
、
予
算
編
成
の
始
ま
る
こ
の
時
期
に
、
会
派
の

政
策
実
現
の
た
め
に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
て
も
ら
う
た
め
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
「
地
域
を
元
気
に
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
重
点
要
望

事
項
を
は
じ
め
、
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
政
府
の
金
融
政
策
や
経
済
政
策
、
成
長
戦
略
、
ま
た
、
７
年
後

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
す
る
な
ど
、
政
治
・
経
済

情
勢
は
共
に
良
い
ム
ー
ド
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
方
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
、
景
気
回
復
の
実
感
は
な

く
、
引
き
続
き
慎
重
な
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
本
市
に
お
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
り
、
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
長
期
的
視
点
の
も
と
、
都
市
空
間
そ
の

も
の
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
と
し
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
を
形
成
す
る
こ
と
を
基
本
認
識
と
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
将
来
の
う
つ
の
み
や

像
」
を
目
指
す
た
め
、
10
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
し
、
重

点
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
わ
が
会
派
で
は
、
昨
年
の
要
望
で
は
、
「
活
力
あ
る
社
会
づ
く

り
」
を
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
国
の
成
長

戦
略
も
参
考
に
し
て
、
「
地
域
を
元
気
に
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

重
点
要
望
事
項
を
は
じ
め
、
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

特
に
、
重
点
要
望
事
項
に
掲
げ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
10
の
戦
略

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
抽
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
地
域
を

元
気
に
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
要
望
事
項
の
実
現
に
向
け
、
会
派
一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

★市民の安全で健康な笑顔あふれる暮
らしを支えるために
【重点要望事項】
◆地域における子育ち・子育て支援の充実
◆地域における健康づくりの推進
◆地域の防犯環境整備の推進
【要望事項】
●介護保険事業の充実
●障がい者の就労支援の充実
●生活困窮世帯への支援の充実

★市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育
むために
【重点要望事項】
◆小中一貫教育・地域学校園の充実
【要望事項】
●たくましい心身を育てる指導の充実
●文化情報の集約・発信
●地域におけるスポーツ活動の推進
●青少年の規範意識の醸成

★市民の快適な暮らしを支えるために
【重点要望事項】
◆緑豊かな宇都宮の推進
【要望事項】
●ごみの減量化・資源化に対する意識の
向上
●雨水対策の推進
●安全に配慮した住まいづくりの推進

★市民の豊かな暮らしを支える活気と
活力ある社会を築くために
【重点要望事項】
◆地域資源を活用した戦略的観光事業
の推進
◆農業王国うつのみやの推進
【要望事項】
●成長産業分野の振興
●中央卸売市場機能の充実

★都市のさまざまな活動を支える都市
基盤の機能と質を高めるために
【重点要望事項】
◆新交通システム（ＬＲＴ）の導入
◆ＪＲ宇都宮駅周辺地区整備の推進、
市街地再開発の推進
◆ＪＲ岡本駅周辺地区整備の推進
◆中心市街地の賑わいづくりの強化
◆経営基盤強化のための入札制度の導入

★持続的発展が可能な都市の都市基盤
を確立するために
【重点要望事項】
◆地域が一体となったまちづくりの推進
【要望事項】
●地区行政の推進
●在住外国人との相互理解の促進

予算化要望項目



　
宇
都
宮
市
が
進
め
て
い
る
「
（
仮
称
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
作
成
に
あ
た
り
、

議
会
と
し
て
も
積
極
的
に
市
民
の
皆
様
の
声
を
同
ビ
ジ
ョ

ン
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
10
月
１
日
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
調
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・

櫻
井
啓
一
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
同
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
２
０

５
０
年
の
都
市
の
姿
を
見
通
し
て
作
成
す
る
も
の
で
、
今

後
、
市
議
会
や
関
係
機
関
な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
、
来
年

６
月
以
降
、
作
成
、
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご

意
見
を
自
由
民
主
党
議
員
会
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※宇都宮市ホームページから

都
市
化
の
促
進

　
宇
都
宮
市
で
は
「
第
５
次
総
合

計
画
（
平
成
20
年
度
〜
平
成
34
年

度
）
」
の
中
で
、
将
来
を
見
据
え

た
宇
都
宮
市
の
都
市
空
間
形
成
の

方
向
と
し
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
（
連
携
・
集

約
型
都
市
）
の
形
成
」
の
方
針
を

示
し
ま
し
た
。

　
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
（
集
約

化
）
を
図
り
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
（
連
携
）
を
目
指

す
も
の
で
、
①
土
地
利
用
の
適
正

化
②
拠
点
化
の
促
進
③
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
促
進
―
に
よ
っ
て
、
将
来

の
宇
都
宮
市
を
見
据
え
た
都
市
の

形
成
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
中
で
、
「
拠
点
化
」
に
つ

い
て
は
、
①
都
市
拠
点
（
高
度
な

機
能
が
高
密
度
に
集
積
す
る
と
と

も
に
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
の
発

祥
地
と
し
て
風
格
と
魅
力
・
活
気

に
溢
れ
た
、
市
の
中
枢
拠
点
、
広

域
的
な
交
流
拠
点
）
②
産
業
拠
点

③
観
光
拠
点
④
地
域
拠
点
（
商
業

・
住
居
・
文
化
・
公
的
サ
ー
ビ
ス
・

交
通
結
節
な
ど
の
機
能
を
備
え
た
、

自
立
性
の
高
い
拠
点
）
⑤
生
活
拠

点
＝
生
活
圏
（
地
域
の
特
性
や
周

辺
環
境
と
調
和
し
た
商
業
・
住
居

な
ど
日
常
生
活
に
対
応
す
る
生
活

基
盤
、
移
動
環
境
を
備
え
た
、
自

立
性
の
高
い
拠
点
）
―
の
５
つ
を

示
し
、
こ
う
し
た
機
能
や
役
割
分

担
を
明
確
に
し
、
拠
点
形
成
を
進

め
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の

促
進
」
で
は
、
①
拠
点
間
の
機
能

連
携
・
補
完
軸
②
他
圏
域
と
の
広

域
な
連
携
軸
③
水
と
緑
の
環
境
帯

（
エ
コ
ベ
ル
ト
）
―
の
３
つ
の
方

向
で
整
備
を
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。

　
わ
が
会
派
で
は
、
宇
都
宮
市
の

将
来
を
展
望
し
、
こ
う
し
た
市
の

計
画
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て

よ
り
良
い
も
の
に
な
り
、
明
日
の

宇
都
宮
を
切
り
開
く
、
希
望
に
満

ち
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
な
る
よ
う
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　自由民主党議員会は９月13日、宇都宮市などを襲った９月４日の突風によ

る被害状況の視察を行いました。

　この突風による被害は、住宅被害が２件、非住宅被害が２件、その他パイ

プハウスの被害もあり、農作物ではバラ、なす、とうもろこしで約150万円

の被害がありました。

　会派では、被害への迅速な対応を市執行部に要請しました。



　
―
学
校
の
安
心
・
安
全
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
「
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
」
な
ど
学
校
内
の
防
犯
対
策

に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
伺

う
。
檜
原
教
育
次
長
　
「
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
」
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
の
個
人
情
報
保
護
と
の
調
整
な

ど
慎
重
に
対
応
す
べ
き
課
題
が
あ

る
が
、
今
後
、
こ
の
課
題
の
解
決

に
努
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
効
果

的
な
防
犯
対
策
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
本
市
の
目
指
す
べ
き
都
市
形
成

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ン
ク

ト
シ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
い
て

②
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
推
進
に
つ
い
て

③
バ
ス
路
線
新
設
社
会
実
験
に
つ
い
て

◆
本
市
財
政
と
行
政
経
営
課
題
に

つ
い
て

①
平
成
25
年
度
の
本
市
税
収
見

込
み
に
つ
い
て

②
職
員
の
退
職
支
援
制
度
に
つ
い
て

③
本
庁
舎
の
不
審
者
対
策
に
つ
い
て

④
競
輪
事
業
に
つ
い
て

◆
経
済
の
活
性
化
と
都
心
部
の
課

題
に
つ
い
て

①
本
市
の
制
度
融
資
に
つ
い
て

②
国
な
ど
の
補
助
制
度
の
適
宜

活
用
に
つ
い
て

③
都
心
部
の
街
路
灯
管
理
問
題
に
つ
い
て

◆
市
民
の
安
心
な
生
活
を
守
る
こ

と
に
つ
い
て

・
雨
水
幹
線
整
備
に
つ
い
て

◆
消
防
行
政
課
題
に
つ
い
て

①
消
防
団
員
の
減
少
に
つ
い
て

②
イ
ベ
ン
ト
時
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
課
題
に
つ
い
て

・
携
帯
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
使
用
に
伴
う
問
題
か
ら
小
中

学
生
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て

　市民の方から本紙をはじめとする

当会の活動等に関する数多くのご意

見・ご要望等が寄せられています。

下記にその一部をご紹介します。

・スーパーやショッピングセンター

の駐車場にある身体障碍者用の駐

車スペースに健康そうな若者が堂々

と駐車しているがそのせいで身障

者が遠くに駐車して歩いてくるこ

とをよく見ますが、どうにかなら

ないのですか？それと、宇都宮市

と書いてある自動車につける身障

者のステッカーに類似したステッ

カーが売られていますが販売禁止

には出来ないのですか？あのおか

げで、身障者は迷惑しています。

　　　　　　　　　　　　30代女性

・鬼怒川の近所に住むものですが、

河原でのバーベキュウ等の規制は

出来ないのでしょうか？ごみの散

乱がひどく地元の自治会などで清

掃作業をしなくてはなりません。

せめて、ごみ箱やごみ集積所など

を設置してもらわないと大変です！

　　　　　　　　　　　50代男性

　今後とも、多くのご意見・ご要望

をお寄せください。

　
―
農
業
・
農
村
が
持
つ
多
面
的

機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
べ
き
。

市
の
見
解
は
。

岡
本
経
済
部
長
　
農
地
の
維
持
・

保
全
は
、
持
続
可
能
な
農
業
の
要
。

農
地
の
受
け
手
と
な
っ
て
農
地
の

維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

農
業
生
産
法
人
が
Ｊ
Ａ
う
つ
の
み

や
の
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

公
的
な
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支

援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
―
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
な
、
在
宅
医
療
の
提
供
体
制

の
充
実
を
。

川
中
子
保
健
福
祉
部
長
　
在
宅
医

療
を
担
う
多
職
種
の
研
修
会
や
市

民
意
向
調
査
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
連
携
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策

な
ど
、
在
宅
医
療
に
係
る
課
題
の

解
決
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
中
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

②
平
成
26
年
度
当
初
予
算
編
成

に
つ
い
て

③
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

④
Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
ラ
イ
セ
ン

ス
交
付
規
則
改
正
へ
の
対
応

に
つ
い
て

⑤
自
転
車
の
安
全
利
用
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

◆
農
業
行
政
に
つ
い
て

・
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

◆
保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・
障
が
い
者
の
就
労
支
援
・
工

賃
向
上
策
に
つ
い
て

◆
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
松
本
哲
男
氏
の
作
品
収
集
に
つ

い
て

　宇都宮市議会では、市民に信頼される開かれた議会の実現目指

し、議会制度検討会議を中心に議会の在り方について検討を重ね

てきましたが、10月１日、議会基本条例案を全会一致で可決しま

した。また、併せて市議会会議規則や委員会条例などの一部改正、

宇都宮市議会の倫理に関する条例の一部改正を行いました。

　この条例は、地方分権の進展により、議会の市政に果たすべき

役割がますます重要になってきたため、議会に関する基本的な事

項を定め、市民に信頼される開かれた議会を実現し、「市民福祉

の向上や将来にわたる市政発展に寄与していく」（条例から）もの

です。

　条例は７章15条で構成され、市民の皆さんと議会との関係、議

会と市長等（市長や教育委員会などの執行機関）との関係につい

て定めるとともに、議会の機能強化や議員の政治倫理などについ

ても定めました。

　新たな取組としては、市民参加機会の確保、広報広聴委員会の

設置、市長等の反問権の創設、政策討論の実施などを盛り込みま

した。

　自由民主党議員会では、宇都宮市の生んだ江戸

時代の儒学者、蒲生君平の会派勉強会を開くなど、

郷土の歴史・文化の継承に力を注いでいます。

◆記念講演
　　演題：蒲生君平の業績と寛政の三奇人
　　講師：阿部邦男（文学博士・蒲生君平研究家）
◆蒲生君平の歌披露・合唱
◆シンポジウム「寛政の三奇人からのメッセージ」
　〈シンポジスト〉�若松正志（京都産業大学教授　仙台市史・林子平担当委員）
� 正田喜久（高山彦九郎研究会会長）阿部邦男（文学博士・蒲生君平研究家）
会　場：宇都宮市文化会館小ホール
参加費：無料（先着300名）
主　催：蒲生君平没後二百年祭記念実行委員会
　　　　お問合せ〈実行委員長：日野原正 Tel.028-645-3083〉

11月10日（日）午後１時～午後４時30分

議会基本条例制定までの歩み
平成24年�４月�第９回議会制度検討会議から検討開始

� 10月�先進都市視察

平成25年�７月�第４次中間答申（条例大綱案）を議長に提出

� ８月�パブリックコメント実施

� ９月�第５次中間答申（条例案）を議長に提出

� 10月�第３回定例会最終本会議で条例案を可決



　　　　　　　　　　（◎は委員長、○は副委員長）

●決算審査特別委員会� 9月12日設置

平成24年度一般会計、特別会計14の決算に関する事項を審査

◎五月女伸夫　黒後　久　　櫻井啓一

●企業会計決算審査特別委員会�9月12日設置
平成24年度企業会計決算に関する事項を審査

　中山勝二　　金子和義　　渡辺道仁

●ネットワーク型コンパクトシティ調査特別委員会　10月1日設置
「ネットワーク型コンパクトシティ」について調査

◎櫻井啓一　　中山勝二　　小林紀夫　　馬上　剛

●広報広聴委員会� 10月1日設置

広報広聴機能の充実を図るため「広報委員会」に代わって設置

◎渡辺道仁　　小林紀夫　　増渕一基

●農業委員� 8月30日推薦�

　櫻井啓一

　宇都宮市議会は８月30日から10月１日までの33日間の会

期で第３回定例会を開き、平成25年度一般会計補正予算案

など執行部提出議案18件、委員会案２件、議員案７件を原

案通り可決しました。

　補正予算は一般会計、特別会計併せて６件で、補正予算

の規模は一般会計が７億3,948万３千円、特別会計が63億

5,150万７千円で、内容は、２件が子育て支援事業対策事

業補助金などの県補助金の交付決定に伴うもの、４件が市

債の繰り上げ償還に伴い償還金の増額及び支給利子の減額

をするものです。

　平成24年度一般会計、平成24年度特別会計、平成24年度

企業会計の決算を原案通り可決認定しました。

●弁護士人口激増に関する陳情� →不採択
●司法修習生に対する給費制の復活に関する陳情�→不採択
●受動喫煙防止に関する陳情� →不採択
●「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を
促進するための法律の制定を求める意見書」の採択を求
める陳情� →不採択
●宇都宮市議会会議規則第108条の変更検討をしてほしい
旨の陳情� →不採択
●市役所本庁舎内全面禁煙の徹底を求める陳情→継続審査
●「宇都宮市立図書館への指定管理者制度導入の再検討、
宇都宮市図書館協議会の設置に関する」陳情�→不採択

●宇都宮市議会会議規則の一部改正（広報広聴委員会の設
置）� →可　決
●宇都宮市議会委員会条例の一部改正� →可　決
●宇都宮市議会基本条例の制定� →可　決
●宇都宮市議会議員の倫理に関する条例の一部改正�→可　決
●地方自治法第96条第２項の規定に関する条例の一部改正
� →可　決
●人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申�→可　決
●地方税財源の充実確保に関する意見書� →可　決
●若い世代が安心して就労できる環境等の整備を求める意
見書� →可　決
●ネットワーク型コンパクトシティ調査特別委員会の設置
に関する決議� →可　決


